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偽情報や誤情報問題への対応

1. ランキングシステムで品質を重視する
2. 有害なコンテンツや行動を制限する
3. ユーザーにコンテキストを提供し、メディアリテラシーを高める取り組み
4. ニュースエコシステムをサポートする
5. リサーチをサポートする



国際ファクトチェック・デー

ファクトチェック基金
Poynter Institute



ユーザーがネット上の情報について把握できるよう支援する



メディアリテラシー : ユーザーをサポートするために

(提供：SIA）

(https://www.youtube.com/hitpause)



JIGSAW による誤情報を見抜くための取り組み（海外）

https://interventions.withgoogle.com/#prebunking

https://interventions.withgoogle.com/#prebunking


JIGSAW による誤情報を見抜くための取り組み

https://interventions.withgoogle.com/#prebunking

先回りしてメッセージを伝えることは、人を操る物語や戦略(「ワクチンは不自然
だ」「難民は仕事を奪う」と訴える主張など）を見分けるのに役立ちます。

調査で明らかになったこと

1. 誤情報を見抜く動画を視聴した個人の 73％が、ネット上の誤情報を着実に
見抜く傾向が強くなった（出典：Science Advances)

1. 誤情報を見抜く動画の 5％を YouTube 広告にしたことで、人を操る手法の
認知度が 5％向上した（出典：Science Advances)

https://interventions.withgoogle.com/#prebunking


Google の Threat Analysis Group によるトレンド分析
戦場の霧: ウクライナでの紛争はサイバー脅威の状況をどう変えたのか

https://blog.google/threat-analysis-group/fog-of-war-how-the-ukraine-conflict-transformed-the-

cyber-threat-landscape/

政府の支援を受けたフィッシングキャンペーン

標的数

2021 年 3 月
ロシアがウクライ
ナ国境に部隊を集
結させ始める

2021 年 4 月
FROZENVISTA がウ
クライナを標的とし
たフィッシングキャ
ンペーンを実行

2021 年 9 月～10 月
FROZENLAKE が 11 日間にわたっ
て全世界の14,000 人以上に認証
情報フィッシングメールを送信

2022 年 2 月 24 日
ロシアがウクライナ
に侵攻

2022年1月
ウクライナを標的とした
FROZENVISTA によるフィッシング
攻撃が波状的に続く

2022 年 2 月～10 月
ロシアの複数のグループが高い活動レベル
を維持

ロシアの活動の合間には、ベラルーシ政府
の支援を受けたPUSHCHA の活動が活発化

https://blog.google/threat-analysis-group/fog-of-war-how-the-ukraine-conflict-transformed-the-cyber-threat-landscape/


ありがとうございました


